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研究課題名 超高集積化した相互非干渉型磁性メモリセル

研究の概要等 高速書き込み可能で不揮発性である新世代のメモリとして薄膜磁性材料からなるメ

モリセルの研究を行う。特に、将来の超高集積化に対応するため、漏洩磁界を本質

的に生じない磁化環流構造を有する磁性メモリセルの基本技術を立ち上げることを

目的とする。具体的には、以下に示す項目について検討を行う。

（ ）種々の閉磁路・非干渉構造を有する新しい構造を有する磁性メモリセルの微細1

加工法についての検討を行い、微細加工プロセス等の最適化を図る。

（ ）微細加工したメモリセルの構造および磁化状態の観察、評価を走査型プローブ2

顕微鏡を用いて行い、漏洩磁界のない、磁性メモリセルとして最適な構造を明

らかにする。

（ ）新構造を有する磁性メモリセルに外部磁界を印加し、その時の電気抵抗変化を3

検出することにより、磁性メモリセルの動作確認を行う。

（ ）種々の向きの磁界により、磁性メモリセルに書き込んだ情報のオーバーライト4

を行い、最適な書き込み磁界について明らかにする。
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